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部分的な板厚減少が H型短柱部材の耐荷力挙動に与える影響について 
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1. はじめに 

	 鋼橋における代表的な損傷は疲労と腐食である。

腐食は鋼部材を浸食することで断面欠損を引き起こ

し，部材の破断や耐荷力低下などの損傷を引き起こ

すことが懸念されるため，ある程度の腐食損傷が認

められた場合はすぐに当て板補強がなされている。

しかしながら，腐食損傷と板厚減少が部材耐力に与

える影響との関係は未解明の部分が多い。そこで本

研究では，局部腐食が耐荷力へ与える影響を調べる

ために，H 型断面の短柱部材に部分的な板厚減少部

を施した状態で純圧縮実験を平成２３年度に引き続

き行い，耐荷力挙動を調べてみた。 

2. 実験概要 

	 本研究では，供試体の実寸測定と予備試験の後，

グラインダによる切削で局所的な減厚部を施した状

態で耐荷力実験を行った。 

2.1  供試体寸法 

	 製作した実験供試体の断面寸法を図２に示す。供

試体は SS400材の 4.5mm鋼板で断面を構成し，部材

長は最小の局部座屈長を満足するように H15-20 と

H15-25 の２シリーズを４体ずつ製作し，今年度は

H15-25シリーズについて実験を行った。これは式(1)

に示す構成板要素の連成を考慮した幅厚比パラメー

タ Rfw での違いと，切削パターンによる比較を行う

ためである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

kfζ，kwζ：座屈係数，E：ヤング係数，σY：降伏応

力，ν：ポアソン比，Rfw：幅厚比パラメータ 

2.2  予備試験 

	 予備試験として引張試験と初期たわみの測定を行

った。引張試験は供試体製作時に同時に製作した JIS

５号試験片を用いた。ただし，引張試験は平成 23

年度に実施した結果を用いることにした。一般的な

SS400 材よりも若干高めの降伏応力が得られている。

また，初期たわみは切削作業の前に実施した。表１

に測定結果を示す。昨年度実施した H15-20シリーズ

と同様に，フランジの外側に若干に大きめの初期た

わみが確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 
	 

	 

表１	 初期たわみ測定の結果 

H15-25 
上フランジ ウェブ 下フランジ 

実測値(mm) 実測値(mm) 実測値(mm) 

健全 0.946 (b/1596) 0.639 (b/391) 1.134 (b/132) 

A 0.815 (b/184) 0.308 (b/812) 0.747 (b/201) 

B 0.647 (b/232) 0.315 (b/794) 0.635 (b/236) 

C 1.015 (b/148) 0.586 (b/427) 1.028 (b/146) 

       

H15-20 
上フランジ ウェブ 下フランジ 

実測値(mm) 実測値(mm) 実測値(mm) 

健全 0.894 (b/168) 0.160 (b/1250) 0.353 (b/425) 

A 0.848 (b/177) 0.400 (b/500) 0.607 (b/247) 

B 1.493 (b/101) 0.233 (b/858) 0.735 (b/204) 

C 0.571 (b/263) 0.400 (b/500) 0.604 (b/248) 

図２	 引張試験の結果	 

(1)	 

図１	 供試体寸法	 

E(kN /m m 2) σY(N /m m 2) σu(N /m m 2) ν

No.1 207.03 337.69 452.44 0.270
N o.4 205.74 333.87 449.42 0.294
N o.5 210.13 335.64 450.76 0.304
平均 207.63 335.73 450.87 0.289
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2.3  切削 

	 H15-25シリーズ 4体のうち，3体は図３に示す３

パターンで切削した。目標は元の板厚の約 10%減厚

を想定し，切削後の板厚は 4mmとなるまで切削した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4  測定機器の設置 

	 試験機は 1000kN 万能試験機を用いた。ひずみゲ

ージは，上下フランジとウェブ軸方向に計 27枚貼付

し，変位計は部材軸方向とフランジの面外変位を測

定できるようにセットした。 

3. 実験結果 

	 図４に荷重－軸変位曲線を示し，表２に昨年度の

実験結果も併せて最大耐荷力の値を示す。各パター

ンの切削による断面減少量は変わらず，切削の部分

が異なっているだけである。結果として，大きな耐

荷力挙動の変化は確認できなかった。しかしながら

フランジを切削した Cパターンが最も低くなったた

め，フランジ（自由突出部）の減厚は耐荷力に僅か

ながらも影響を与えていると考えられる。 

	 図５に最大耐荷力時のウェブ中央断面部の軸ひず

み分布図を示すが，C パターンでは，他のパターン

のように部材軸中心に対して対称にはならなかった。

これは切削した側に偏ったひずみ分布となっている

ことが分かった。 

4. 最後に 

	 本実験では，大きく耐荷力が減少する状態は確認

されず，耐荷力挙動も一般的な挙動が確認できた。

部分的な減厚よりも，通常の初期たわみの影響の方

が大きいと考えられる。今後は FEMによるパラメト

リック解析を行い，腐食損傷の評価に繋げていく予

定である。 

 

表２	 最大耐荷力の値 

シリーズ H15-20 H15-25 

切削パターン 
Pmax Pmax Pmax Pmax 

(kN) PY (kN) PY 

健全モデル 612.5 0.799 618.0 0.799 

A パターン 638.5 0.852 601.5 0.732 

B パターン 616.0 0.791 601.5 0.732 

C パターン 592.0 0.784 588.5 0.716 

※ PY：健全モデルの断面で計算した降伏荷重 
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図５	 ウェブ中央部の軸ひずみ分布	 

図３	 切削パターン	 

図４	 荷重－軸変位曲線	 
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図６	 実験後の供試体	 

H15-25シリーズ	 

(a)A パターン	 	 	 	 	 	 (b)C パターン	 
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